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新
庁
舎
建
設
事
業
費

23
億
５
９
２
２
万
円

新
庁
舎
建
築
工
事
を
中
心

と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
も

の
で
、
工
事
監
理
業
務
、
オ

フィ
ス
環
境
整
備
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
認
証
シ
ス
テ
ム
構
築
等
の

委
託
料
と
庁
舎
棟
の
建
築
、

電
気
、
空
調
、
給
排
水
工
事

の
ほ
か
、
附
属
棟
の
建
築
工

事
一
式
、
造
成
工
事
等
を
予

定
し
て
い
る
。

川
辺
地
域
ご
み
処
理
中
継
施

設
建
設
事
業
費　

１
億
８
０
8
０
万
円

本
年
９
月
に
新
ご
み
処
理

施
設
「
な
ん
さ
つ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の

杜
」
が
稼
働
す
る
こ
と
に
伴

い
、
８
月
末
を
も
っ
て
川
辺

清
掃
セ
ン
タ
ー
が
操
業
を
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
同
一
敷
地

上
に
建
設
さ
れ
る
中
継
施
設

の
建
設
に
要
す
る
経
費
。
　

バ
ス
対
策
事
業
費９５

９
８
万
円

ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
運
行
、

地
域
間
幹
線
バ
ス
路
線
の
維

持
・
確
保
等
に
要
す
る
経
費
。

市
内
高
等
学
校
活
性
化
対
策

事
業
費

９
３
７
万
円

市
内
の
３
県
立
高
等
学
校

へ
地
域
外
か
ら
の
留
学
生
を

受
け
入
れ
る
支
援
事
業
等
に

要
す
る
経
費
。

消
防
施
設
費

５
２
８
１
万
円

消
防
団
車
両
、
資
機
材
及

び
消
防
水
利
等
の
消
防
施
設

に
係
る
維
持
管
理
に
要
す
る

経
費
。

消
防
費

３
月
定
例
会

総
務
常
任
委
員
会
審
査
分

総
務
費

企
画
費

衛
生
費

〜
委
員
か
ら
〜

問
　
知
覧
庁
舎
跡
地
活
用

検
討
会
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

答
　
20
名
程
度
の
メ
ン
バ
ー

で
構
成
し
、
公
共
的
団

体
の
代
表
、
地
元
の
地

区
公
民
館
長
、
周
辺
の

自
治
会
長
、
企
業
等
や

市
の
担
当
者
等
を
考
え

て
お
り
、
お
お
む
ね
６
年

度
は
、
地
元
等
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
方
向
性

を
探
っ
て
い
き
、
７
年
度

か
ら
は
そ
の
方
向
性
に

基
づ
い
て
話
し
合
い
、
７

年
度
以
降
に
具
体
的
な

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

令和６年度　一般会計当初予算（歳出）� （単位：千円、％）
区 分 R6年予算額 R5年予算額 増減額 増減率
議 会 費 154,520 161,097 △ 6,577 △ 4.1
総 務 費 5,746,568 3,203,069 2,543,499 79.4
民 生 費 7,690,213 7,691,094 △ 881 0
衛 生 費 3,036,085 3,604,989 △ 568,904 △ 15.8
農林水産業費 2,010,737 1,649,940 360,797 21.9
商 工 費 2,114,971 2,090,425 24,546 1.2
土 木 費 1,688,731 1,940,561 △ 251,830 △ 13.0
消 防 費 1,018,369 1,035,829 △ 17,460 △ 1.7
教 育 費 2,583,619 2,564,121 19,498 0.8
災 害 復 旧 費 7,803 66,661 △ 58,858 △ 88.3
公 債 費 2,061,660 2,151,289 △ 89,629 △ 4.2
諸 支 出 金 982,724 856,925 125,799 14.7
予 備 費 10,000 10,000 0 0

歳 出 合 計 29,106,000 27,026,000 2,080,000 7.7

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
は
、
２
月
14
日
に
開
会
し
、
３

月
25
日
ま
で
の
41
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算
及
び
、令
和
5
年
度
の
補
正
予
算
、

条
例
の
制
定
と
改
正
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

川辺ごみ処理中継施設建設予定地

新庁舎建設場所の現況

当初予算可決
前年度比 20億8000万円増

南九州市議会だより　第 66 号　令和 6 年度　当初予算
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川
辺
文
化
会
館
管
理
費

２
８
１
６
万
円

生
涯
学
習
・
文
化
振
興

の
拠
点
施
設
で
あ
る
川
辺
文

化
会
館
の
運
営
及
び
維
持
管

理
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
費

１
１
４
万
円

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
急
病
な
ど
の
救
助
に
対

応
す
る
緊
急
通
報
機
器
の
給

付
に
要
す
る
経
費
。

～
委
員
か
ら
～

問
　
緊
急
時
に
簡
単
に
使

え
る
も
の
か
。

答
　
電
話
機
に
本
体
を
接

続
し
ボ
タ
ン
を
押
す
タ
イ

プ
、
病
院
の
ナ
ー
ス
コ
ー

ル
の
よ
う
に
ボ
タ
ン
を
押

す
タ
イ
プ
、
首
に
下
げ
て

通
報
で
き
る
3
種
類
を

1
組
と
し
て
設
置
す
る

も
の
。
令
和
5
年
度
は

2
件
の
通
報
と
1
件
の

誤
報
が
あ
っ
た
。

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
費　

８
３
４
万
円

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
る
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

提
供
す
る
た
め
の
運
営
に
要
す

る
経
費
。

教
育
費

学
校
管
理
費

１
億
７
８
万
円

小
学
校
16
校
の
運
営
管
理

及
び
教
育
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
の
経
費
。

教
育
相
談
員
等
配
置
事
業
費

１
２
０
４
万
円

教
育
相
談
員
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
配

置
に
要
す
る
経
費
。

地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
費

１
８
６
万
円

地
域
子
ど
も
教
室
の
運
営

及
び
夏
休
み
子
ど
も
見
守
り

事
業
に
要
す
る
経
費
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
分

民
生
費

〜
委
員
会
か
ら
〜

当
初
予
算
に
新
庁
舎
建

設
関
係
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
中
、
市
民
か
ら
暮
ら
し

の
部
分
に
予
算
を
使
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

予
算
執
行
に
は
十
分
留
意

し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。

〜
委
員
か
ら
〜

問
　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

パ
ー
ト
ナ
ー
の
進
捗
は
。

答
　
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

者
は
マ
ル
川
建
設
㈱
、

愛
称
名
は
ロ
ー
マ
字
で

「m
arukaw

a

ホ
ー
ル
」

と
決
定
し
、
令
和
6

年
4
月
1
日
か
ら
3
年

の
契
約
期
間
で
、
年
額

60
万
円
の
契
約
額
と
な
っ

た
。

〜
委
員
か
ら
〜

問
　
妊
産
婦
健
診
で
の
肥

満
や
疾
病
は
減
少
し
て
い

る
か
。

答
　
令
和
4
年
度
は
南
薩

地
域
の
平
均
を
若
干
下

回
っ
た
。

　
　
引
き
続
き
、
産
後
も

乳
幼
児
健
診
を
通
じ
て

食
生
活
の
指
導
や
経
過

を
追
跡
し
て
い
く
。

～
委
員
か
ら
～

問
　
学
校
司
書
の
配
置
は

何
名
か
。

答
　
大
規
模
学
校
は
1
名

配
置
。
小
規
模
校
で
は

1
人
が
2
校
を
兼
務
し

て
、
1
日
お
き
に
業
務

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
9

名
の
配
置
に
な
っ
て
い
る
。

～
委
員
か
ら
～

問
　
事
業
の
具
体
的
な
内

容
は
。

答
　
夏
休
み
に
地
区
公
民

館
等
で
教
育
活
動
推
進

サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
学
習
活

動
等
の
補
助
を
し
な
が

ら
見
守
り
を
行
う
事
業

で
あ
る
。

令和６年度
一般会計　総額 291億600万円

緊急通報システム

南九州市議会だより　第 66 号　令和 6 年度　当初予算

～
委
員
か
ら
～

問
　
教
育
相
談
員
の
人
数

は
何
人
か
。

答
　
川
辺
・
知
覧
・
頴
娃

各
中
学
校
に
、
1
名
ず

つ
配
置
し
、
中
学
校
を

主
と
し
な
が
ら
、
計
画

的
に
小
学
校
に
も
訪
問

す
る
。

総
務
費
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茶
業
振
興
費
（
一
般
経
費
）

１
２
８
７
万
円

知
覧
茶
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
る
た
め
に
要
す
る
経
費

新
規
就
農
者
確
保
対
策
事
業

費

１
６
２
２
万
円

本
市
の
農
業
の
魅
力
を
発

信
し
、
就
農
希
望
者
を
呼
び

込
む
た
め
、
お
試
し
ツ
ア
ー

や
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
開
設
に
要
す
る
経
費
。

頴
娃
農
業
開
発
研
修
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
費　２９

７
５
万
円

さ
つ
ま
い
も
基
腐
病
対
策

と
し
て
、
圃
場
に
病
原
菌
を

持
ち
込
ま
な
い
た
め
の
バ
イ

オ
苗
の
安
定
供
給
対
策
や
、

実
証
圃
場
の
設
置
に
要
す
る

経
費
。

地
域
資
源
活
用
事
業
補
助
金

３
５
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

開
発
に
必
要
な
施
設
整
備
等

の
補
助
に
要
す
る
経
費
。

武
家
屋
敷
体
験
型
コ
ン
テ
ン

ツ
導
入
事
業
費１

１
９
６
万
円

武
家
屋
敷
体
験
型
コ
ン
テ

ン
ツ
を
開
発
・
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
入
込
数
の
増
加
、

滞
在
時
間
の
延
長
、
観
光
消

費
額
の
拡
大
を
目
指
す
事
に

要
す
る
経
費
。

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
費

１
億
７
３
２
０
万
円

市
道
橋
の
補
修
工
事
及

び
定
期
点
検
に
よ
り
、
道
路

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
経

費
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
事
業
費

１
０
５
９
万
円

本
市
が
望
む
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
た
「
南
九
州

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
策
定
に
要
す
る
経
費
。

委
員
か
ら
～

～
委
員
か
ら
～

問
　
お
試
し
体
験
ツ
ア
ー
の

参
加
状
況
は
。

答
　
令
和
４
年
度
は
６
名
、

５
年
度
は
10
名
参
加
。

６
年
度
は
15
名
を
設
定

し
て
い
る
。

～
委
員
か
ら
～

問
　
事
業
内
容
は
。

答
　
武
家
屋
敷
の
音
声
ガ

イ
ド
を
Ａ
Ｒ
技
術
で
行

う
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い

る
。
携
帯
端
末
は
３
０

台
利
用
し
て
の
運
用
で

予
算
計
上
し
て
い
る
。

～
委
員
か
ら
～

問
　
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化

修
繕
計
画
の
進
捗
状
況

は
。

答
　
進
捗
状
況
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
。
お
お
む
ね
計
画
通
り

に
進
ん
で
い
る
。

～
委
員
か
ら
～

問
　
計
画
の
詳
細
は
。

答
　
令
和
6
年
か
ら
８
年

の
３
年
事
業
を
展
開
し

て
い
く
。
上
位
計
画
で
あ

る
南
九
州
市
総
合
計
画

の
方
針
の
も
と
に
、
市

民
の
意
見
を
反
映
し
な

が
ら
土
木
的
な
イ
ン
フ
ラ

や
施
設
等
の
ま
ち
づ
く

り
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
確

立
す
る
計
画
で
あ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
審
査
分

農
林
水
産
業
費

商
工
費

土
木
費

～
委
員
か
ら
～

問
　
事
業
の
詳
細
は
。

答
　
３
年
計
画
で
、
１
年

目
は
知
覧
茶
ブ
ラ
ン
ド
の

本
の
作
成
、
２
年
目
は

知
覧
茶
の
動
画
の
作
成
、

３
年
目
は
知
覧
茶
の
産

地
ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
い

る
。

問
　
バ
イ
オ
苗
の
状
況
は
。

答
　
令
和
5
年
度
は
約

11
万
５
０
０
０
本
を
生

産
。
今
後
も
生
産
安
定

に
取
り
組
む
。

南九州市議会だより　第 66 号　令和 6 年度　当初予算

～
委
員
か
ら
～

問
　
施
設
整
備
計
画
の
詳

細
は
。

答
　
市
内
で
稼
働
す
る
製

造
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
施
設
整
備
等
に
要
す

る
費
用
を
補
助
す
る
も

の
で
あ
る
。

～
委
員
か
ら
～

問
　
現
在
の
施
設
の
状
況

は
。

答
　
平
成
11
年
に
建
設
さ

れ
た
も
の
で
修
繕
が
必

要
な
状
況
で
あ
る
。

橋りょうの点検状況
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一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

35
億
３
７
５
４
万
円

医
療
費
の
う
ち
、
自
己
負

担
分
を
除
い
た
保
険
者
負
担

分
を
、
国
保
連
合
会
を
通
じ

て
医
療
機
関
等
へ
支
払
う
た

め
に
要
す
る
経
費
。

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

５
億
８
９
２
０
万
円

自
己
負
担
額
の
う
ち
、
定

め
ら
れ
た
負
担
限
度
額
を
超

え
る
額
を
支
給
す
る
経
費
。

　
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
納
付
金

６
億
９
１
１
０
万
円

歳
出
予
算
の
99
％
を
占
め

る
も
の
で
、
保
険
料
や一
般
会

計
か
ら
保
険
基
盤
安
定
負
担

金
を
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
へ
納
付
す
る

経
費
。

要
介
護
生
活
支
援
型
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業１９

２
万
円

要
介
護
者
の
居
宅
に
お
い

て
、
室
内
清
掃
、
ゴ
ミ
出
し
、

洗
濯
、
買
い
物
代
行
等
の
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
指
定
事

業
所
以
外
の
事
業
所
に
委
託

す
る
こ
と
で
、
在
宅
支
援
の

充
実
を
図
る
た
め
の
経
費
。

介
護
予
防
把
握
事
業８５

５
万
円

介
護
予
防
の
普
及
と
要
介

護
状
態
に
な
る
恐
れ
の
あ
る

在
宅
高
齢
者
を
訪
問
し
、
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
る
た

め
の
訪
問
看
護
師
の
報
酬
に

要
す
る
経
費
。

給
水
件
数

１
万
８
４
９
０
件

遠
方
監
視
装
置
設
置
工
事
費

３
５
０
０
万
円

処
理
人
口�

３
７
０
０
人

処
理
場
費�

２
２
３
７
万
円

知
覧
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
に
要
す
る
経

費
。

処
理
人
口�

９
１
０
人

処
理
場
費�

１
４
２
４
万
円

知
覧
垂
水
・
川
辺
東
部
・

知
覧
瀬
世
上
地
区
処
理
場

の
維
持
管
理
費
に
要
す
る
経

費
。

汚
水
管
き
ょ
建
設
費３１

９
万
円

公
共
桝
設
置
工
事
費
、
緊

急
用
ポ
ン
プ
取
替
工
事
に
要

す
る
経
費
。

国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計

〜
委
員
か
ら
〜

今
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、
各

課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計

～
委
員
か
ら
～

問
　
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
、
支

援
に
繋
が
っ
て
い
る
か
。

答
　
訪
問
を
す
る
こ
と
で

介
護
保
険
の
申
請
に
繋

が
っ
て
い
る
。

水
道
事
業
会
計

～
委
員
か
ら
～

問
　
遠
方
監
視
装
置
の
設

置
状
況
は
。

答
　
現
在
約
半
分
の
12
地

区
で
整
備
が
済
ん
で
い

る
。

～
委
員
か
ら
～

問
　
ポ
ン
プ
の
取
替
時
期

は
。

答
　
２
個
セ
ッ
ト
で
稼
働
さ

せ
て
い
る
。
１
個
に
な
っ

て
も
稼
働
出
来
る
た
め
、

故
障
し
て
か
ら
交
換
し
て

い
る
。

令和６年度当初予算可決
特別会計・企業会計

� （単位：千円、％）
区　　　　分 Ｒ６予算額 Ｒ５予算額 増減額 増減率

国 民 健 康 保 険 事 業 5,640,000 5,585,000 55,000 1.0
後 期 高 齢 者 医 療 697,000 639,400 57,900 9.1
介 護 保 険 事 業 5,480,000 5,500,000 △ 20,000 △ 0.4
水 道 事 業 1,062,646 1,151,560 △ 88,914 △ 8.4
公 共 下 水 道 事 業 223,436 226,113 △ 2,677 △ 1.2
農 業 集 落 排 水 事 業 98,565 147,526 △ 48,961 △ 49.7

南九州市議会だより　第 66 号　令和 6 年度　当初予算

公
共
下
水
道
事
業
会
計

～
委
員
か
ら
～

問
　
新
庁
舎
建
設
予
定
地

を
中
心
と
し
た
地
域
の

管
き
ょ
の
容
量
は
。

答
　
当
該
地
域
に
住
居
や

事
業
所
が
今
後
建
設
さ

れ
て
も
問
題
な
い
。

農
業
集
落
排
水

事
業
会
計
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企
業
立
地
推
進
事
業
費

３
８
９
１
万
円

企
業
立
地
促
進
補
助
金

の
交
付
要
件
を
満
た
す
企
業

２
社
に
対
す
る
補
助
金
の
増

額
。問　

補
助
金
交
付
要
綱
と

保
育
所
関
係
費
（
一
般
経
費
）

▲
４
６
０
万
円

保
育
士
等
就
職
支
援
事
業

補
助
金
の
減
額
。

有
害
鳥
獣
等
駆
除
事
業
費

２
０
５
万
円

有
害
鳥
獣
捕
獲
量
増
加
に

伴
う
増
額
。

多
面
的
機
能
支
払
い

交
付
金
事
業
費▲３

１
７
７
万
円

交
付
金
確
定
に
伴
う
不
用

額
の
減
額
。

消
防
施
設
費
（
一
般
経
費
）

３
１
５
万
円

旧
川
辺
分
遣
所
解
体
工
事

に
係
る
近
隣
家
屋
の
工
損
事

後
調
査
に
要
す
る
経
費
。

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
金
費

２
６
３
２
万
円

事
業
執
行
に
伴
う
不
足
見

込
額
を
増
額
。

地
域
自
立
生
活
支
援
事
業
費

▲
６
４
０
万
円

高
齢
者
等
訪
問
給
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
実
績
見
込
み
に

伴
う
委
託
料
の
減
額
。

収
益
的
収
入

８
３
８
万
円

電
気
料
の
高
騰
に
伴
い
、

将
来
の
市
民
の
水
道
料
金
の

値
上
げ
が
及
ぼ
す
市
民
生

活
へ
の
影
響
緩
和
を
図
る
経

費
。

低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減

税
補
足
給
付
金
給
付
事
業
費

１
億
６
５
４
５
万
円

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税

世
帯
へ
の
給
付
及
び
低
所
得

者
の
子
育
て
世
代
へ
の
加
算

を
行
う
た
め
の
必
要
経
費
。

企
画
費

～
委
員
か
ら
～

問
　
企
業
２
社
の
補
助
金

内
訳
は
。

答
　
補
助
金
交
付
要
綱
の

対
象
と
な
る
物
件
に
つ
い

て
は
、
市
と
立
地
協
定

を
締
結
し
て
用
地
等
を

取
得
し
、
操
業
開
始
か

ら
３
年
以
内
に
申
請
で

き
る
。

　
補
助
金
内
訳

　
㈱
イ
ー
ス
ト
朝
日

２
５
４
１
万
円

　
九
州
伊
藤
精
工
㈱

１
３
５
０
万
円

民
生
費

～
委
員
か
ら
～

問
　
保
育
士
の
安
定
確
保

の
た
め
今
後
も
継
続
す

る
考
え
は
。

答
　
各
施
設
に
保
育
士
が

集
ま
り
や
す
い
環
境
を
つ

く
り
、
他
市
に
流
出
し

な
い
よ
う
に
継
続
し
て
い

く
。

農
林
水
産
業
費

～
委
員
か
ら
～

問
　
捕
獲
量
の
状
況
は
。

答
　
当
初
６
５
０
頭
で
予

算
計
上
し
て
い
た
が
、
実

績
で
１
０
９
１
頭
と
な
っ

た
。

農
地
費

～
委
員
か
ら
～

問
　
交
付
金
の
減
額
が
大

き
い
理
由
は
。

答
　
農
地
維
持
活
動
、
資

源
向
上
支
払
い
、
長
寿

命
化
の
３
本
柱
で
セ
ッ
ト

さ
れ
て
い
る
。

　
　
例
年
、
長
寿
命
化
分

に
つ
い
て
満
額
の
交
付
実

績
が
な
く
、
本
年
度
に

お
い
て
も
申
請
額
の
55
％

程
度
と
な
り
、
減
額
と

な
っ
た
。

消
防
費

国
民
健
康
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業

～
委
員
か
ら
～

問
　
利
用
者
数
が
減
っ
た

要
因
は
。

答
　
高
齢
者
の
施
設
入
所

や
入
院
、
転
出
が
主
な

要
因
で
あ
る
。

水
道
事
業

１
月
26
日
臨
時
議
会
開
催

民
生
費

一般会計補正額 △４億６９４３万１千円
（13号補正 △４億７２５８万８千円・14号補正 ３１５７千円）
補正後予算総額 285億8797万円

５年度
3月補正

一
般
会
計
補
正
予
算　

第
13
号
・
第
14
号

特
別
会
計
補
正
予
算

企
業
会
計
補
正
予
算

南九州市議会だより　第 66 号　令和 5 年度　3 月補正

誘致企業事業所（旧手蓑小）
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【陳情第１号】新庁舎建設６５億円の見直しを求める陳情書〈不採択〉
※記名投票にて採択の可否を判断しました。
賛成議員：しい　千恵　　角　貞己　　西山　英一　　上赤　秀人　　内園　知恵子
反対議員：村方　直己　　日置　友幸　　大倉野　忠浩　　川畑　実道　　米満　孝二
　　　　　鮫島　信行　　蔵元　慎一　　山下　つきみ　　加治佐　民生　　菊永　忠行
　　　　　吉永　賢三

陳情者：南九州市と子や孫の未来を考える会
代　表：西　　次雄　　
　　　　蓮子　幹夫　　亀甲　俊博　　川口　正一

【陳情第２号】政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情〈審議未了〉
陳情者：福元　潤一
＊すでに管理職を対象にアンケートを取るなど調査をしている。

【陳情第３号】川内原発２０年延長に関する陳情書〈不採択〉
陳情者：日高　四郎　　大倉野　由美子
＊撤回を求めるのは非常に難しいことから、県や薩摩川内市の判断を尊重。

陳　情

南九州市議会だより　第 66 号　陳情

～委員長 報告～
本陳情は１月３０日に提出され、２月１４日、２６日及び３月４日に特別委員会を開催し、陳情者及び
執行部の出席を求め審査いたしました。
参考人である陳情者に対する質疑と、執行部に対する質疑後の意見集約において、委員から、執行
部は今回示された民意を真摯に受け止め、新庁舎建設にあたっては、さらなる経費縮減努力を行うこと
を要望するとの意見、市民に対する更なる説明を求めるとの意見が出されました。

～賛成討 論～
２０億円の事業費増額は納得いくものでなく、今後さらに社会情勢が変化する中で、市民の意見を踏
まえ見直しが必要である。また、説明責任が十分に果たせておらず、建設事業費は市民の感覚とあまり
にも大きな隔たりを感じることから賛成。

～反対討 論～
事業費は 65 億円であるが、交付金、補助金などの充当により約 45 億円となり30 年の返済計画で

あれば現役世代にも十分負担が伴い、子や孫の世代へは負担は少なく、職員削減による経費削減で
返済も可能である。すでに新庁舎関連予算を議会が承認し、事業に着手しており、建設を中止すること
は無駄な市の財政負担を招くことから反対。



8南九州市議会だより　第 66 号　条例の制定・改正

条例の制定・改正
南九州市シェアサイクル等の設置に関する条例
の一部を改正する条例
番所鼻公園の１か所だけであった頴娃地域のサイクル

ポートを、釜蓋神社付近に新設したことによる改正。

南九州市重度心身障害者医療費助成条例の一部
を改正する条例
県が実施する重度心身障害者医療費助成制度の変更に

伴い、助成金の支給方法として自動償還払いの導入をす
ること及び助成対象者に精神障害者の一部を加えるもの。

南九州市学校設置条例の一部を改正する条例
　松ヶ浦小学校及び霜出小学校の再編により、令和７年
3月31日をもって松ヶ浦小学校を廃止することに伴い、
所要の改正をするもの。

南九州市介護保険条例の一部を改正する条例
　市町村特別給付として要介護生活支援型訪問介護
サービスについて規定すること及び介護保険法施行令の
一部を改正する法令が施行されたことに伴い、令和６年
度から令和８年度までの介護保険料の所得段階拡大等所
要の改正をするもの。

南九州市公園条例の一部を改正する条例 
岩屋公園内に焼肉棟を新設すること、有料施設であ

るウォータースライダーの使用料及び知覧平和公園内の
サッカー場照明設備を新設することに伴い、所用の改正
をしようとするもの。

～委員から～
問　シェアサイクルの利用率は。
答　知覧のサイクルポートの利用率が高く、全体の半分
以上を占めているが、今回の新設により、釜蓋神社
と番所鼻公園の利用を高められる見込みである。

～委員から～
問　世帯員内に助成の制限に該当する者がいれば�
助成制度の対象外になるのか。

答　重度心身障害者の扶養義務者が助成の制限に�
該当すれば対象外になる。

～委員から～
問　焼肉棟の使用料について、積算根拠を示せ。
答　近隣の類似施設や同施設内の他施設などの料金
も参考にしている。

南九州市地域振興対策事業基金条例
　地域の活性化を図る目的で実施する地域振興対策事
業に要する経費に充てるため，南九州市地域振興対策事
業基金を設置することに伴い，条例を制定するもの。
　事業の概要は，市内の地区公民館や法人等の団体から
この事業の対象となる提案があった場合に，審査委員会
を設置して内容の審査を行い，実施すべきと判断された
提案について，市が具体的な方策を立てて基金を活用し
て実施するもの。

～委員から～
問　地区公民館等への説明や広報は。
答　４月の自治会長，地区公民館長の合同説明会の
時に説明を行い，広報紙及びホームページへの掲載
を考えている。

制定（原案可決）

南九州市温泉センター条例の一部を改正する条例
知覧温泉センターの泉源の水位低下や設備の老朽化

による修繕費用の増大などにより、令和6年３月３１日
をもって閉館することに伴い、知覧温泉センターに関わ
る部分を改正。

一部改正（原案可決）

～委員から～
問　利用者から継続を望む声は。
答　継続を望む意見はあったが，温泉掘削には２億円
程度の費用がかかることや，市内に市営や民間の温
泉施設が複数ある現在の状況など，閉館の経緯につ
いて説明している。

～反対討論～
高齢者の利用が多く、閉館すると不便になるため存

続してほしいとの声があることから反対。

～賛成討論～
経年劣化や温泉の水位低下により、温泉施設として

の機能は満たさず、施設の利用は難しいことから賛成。
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議案番号 件　名　 議決年月日 議決結果

発　委
第１号

南九州市議会委員会条例の一部を改正す
る条例について R6.2.14 原案可決

諮　問
第１号

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見
を求めることについて R6.2.14 適　　任

諮　問
第２号

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見
を求めることについて R6.2.14 適　　任

諮　問
第３号

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見
を求めることについて R6.2.14 適　　任

議　案
第２号 市道路線の廃止について R6.2.14 可決

議　案
第３号 市道路線の認定について R6.2.14 可決

議　案
第４号 財産の無償貸付について R6.2.14 可決

議　案
第５号 財産の無償貸付について R6.2.14 可決

議　案
第６号 財産の無償貸付について R6.2.14 可決

議　案
第７号 財産の無償貸付について R6.2.14 可決

議　案
第８号

南九州市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

R6.2.14 原案可決

議　案
第９号

南九州市ひとり親家庭等医療費助成に関
する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

R6.2.14 原案可決

議　案
第10号

南九州市指定地域密着型サービスの事業
の人員，設備及び運営に関する基準を定
める条例等の一部を改正する条例の制定
について

R6.2.14 原案可決

議　案
第11号

南九州市給水条例及び南九州市水道の布設
工事監督者の配置基準及び資格基準並びに
水道技術管理者の資格基準に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

R6.2.14 原案可決

発　議
第１号

不登校児童生徒に対して多様な学習機会
の確保のための経済的支援制度の確立を
求める意見書について

R6.3.4 原案可決

議　案
第12号

南九州市職員の勤務時間，休暇等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

R6.3.4 原案可決

議　案
第13号

南九州市温泉センター条例の一部を改正
する条例の制定について R6.3.4 原案可決

議　案
第14号

南九州市シェアサイクル等の設置に関す
る条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

R6.3.4 原案可決

議　案
第15号

南九州市一般住宅条例の一部を改正する
条例の制定について R6.3.4 原案可決

議　案
第16号

令和５年度南九州市一般会計補正予算
（第13号） R6.3.4 原案可決

議　案
第17号

令和５年度南九州市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第３号） R6.3.4 原案可決

議　案
第18号

令和５年度南九州市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号） R6.3.4 原案可決

議案番号 件　名 議決年月日 議決結果

議　案
第19号

令和５年度南九州市介護保険事業特別会
計補正予算（第５号） R6.3.4 原案可決

議　案
第20号

令和５年度南九州市水道事業会計補正予
算（第４号） R6.3.4 原案可決

陳　情
第３号 川内原発２０年延長に関する陳情書 R6.3.4 不採択

議　案
第38号

令和５年度南九州市一般会計補正予算
（第14号） R6.3.4 原案可決

議　案
第21号

南九州市会計年度任用職員の給与，旅費
及び費用弁償に関する条例及び南九州市
職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

R6.3.25 原案可決

議　案
第22号

南九州市職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定について R6.3.25 原案可決

議　案
第23号

南九州市長等の給与等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について R6.3.25 原案可決

議　案
第24号

南九州市議会議員の議員報酬等に関する
条例の一部を改正する条例の制定につい
て

R6.3.25 原案可決

議　案
第25号

南九州市地域振興対策事業基金条例の制
定について R6.3.25 原案可決

議　案
第26号

南九州市ごみステーション条例の一部を
改正する条例の制定について R6.3.25 原案可決

議　案
第27号

南九州市重度心身障害者医療費助成条例
の一部を改正する条例の制定について R6.3.25 原案可決

議　案
第28号

南九州市介護保険条例の一部を改正する
条例の制定について R6.3.25 原案可決

議　案
第29号

南九州市学校設置条例の一部を改正する
条例の制定について R6.3.25 原案可決

議　案
第30号

南九州市都市公園条例の一部を改正する
条例の制定について R6.3.25 原案可決

議　案
第31号 令和６年度南九州市一般会計予算 R6.3.25 原案可決

議　案
第32号

令和６年度南九州市国民健康保険事業特
別会計予算 R6.3.25 原案可決

議　案
第33号

令和６年度南九州市後期高齢者医療特別
会計予算 R6.3.25 原案可決

議　案
第34号

令和６年度南九州市介護保険事業特別会
計予算 R6.3.25 原案可決

議　案
第35号 令和６年度南九州市水道事業会計予算 R6.3.25 原案可決

議　案
第36号

令和６年度南九州市公共下水道事業会計
予算 R6.3.25 原案可決

議　案
第37号

令和６年度南九州市農業集落排水事業会
計予算 R6.3.25 原案可決

陳　情
第１号

新庁舎建設６５億円の見直しを求める陳
情書 R6.3.25 不採択

議　案
第39号 財産の無償貸付について R6.3.25 可決

議　案
第40号

南九州市税条例の一部を改正する条例の
制定について R6.3.25 原案可決

議案番号 件　名・提出者 付託委員会

請願第１号 西木場水源地源流部「残土処分場」の問題点に係る請願 総務常任委員会

議案第41号 南九州市新庁舎建設65億円規模の現計画の是非を問う住
民投票条例の制定について

南九州市新庁舎建設65億円規模の現計画の是非
を問う住民投票条例の制定に関する特別委員会

議　決　結　果　等

継続審査

南九州市議会だより　第 66 号　議決結果など
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市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
一般質問　1５人が登壇一般質問　1５人が登壇
議会会議録はこちらで
見ることができます
◎地区公民館
◎市立図書館
◎南九州市ホームページ

　見出しの下に動画視聴のため
のQRコードを掲載しています。
　スマートフォン等で QRコー
ドを読み取ると一般質問の録画
映像がご覧いただけます。

米
満
　
市
温
泉
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
に
答
申
が
出
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
行
く
考
え
か
問
う
。

市
長
　
南
九
州
市
温
泉

施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
か
ら
具
体
的
な
施
設
ご

と
の
提
言
が
出
さ
れ
て
、
南

九
州
市
公
共
施
設
適
正
配

置
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

え
い
中
央
温
泉
セ
ン
タ
ー
は

施
設
の
長
寿
命
化
、
え
い
別

府
温
泉
セ
ン
タ
ー
は
令
和
７

年
度
か
ら
民
間
移
管
検
討
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
わ
く
わ

く
川
辺
は
令
和
８
年
度
か

ら
民
間
移
管
を
検
討
し
て
い

る
。米

満
　
温
泉
の
利
用
者

に
と
っ
て
、
お
互
い
が
語
り

合
え
る
場
で
も
あ
り
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ

る
。

　
別
府
温
泉
の
存
続
は
A

コ
ー
プ
売
り
上
げ
に
も
貢
献

し
て
お
り
、
地
域
の
方
々
に

と
っ
て
、
唯
一
買
い
物
が
出

来
る
施
設
で
も
あ
る
。

　
民
間
移
管
で
あ
れ
、
指

定
管
理
者
に
よ
る
運
営
で
あ

れ
、
地
域
住
民
は
別
府
温

泉
の
存
続
を
望
ん
で
い
る
こ

と
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
市
民
の
声
を
聴

き
な
が
ら
、
出
来
る
限
り

施
設
を
長
く
利
用
で
き
る

形
で
、
民
間
活
用
を
考
え

な
が
ら
、
市
民
の
方
々
に
長

く
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。　

た
だ
し
、
泉
源
が
枯
渇

す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
運
営

は
難
し
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
知
覧
庁
舎
跡
地
活
用
の

検
討
に
つ
い
て

・
ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
運
行

見
直
し
に
つ
い
て

温泉施設

市
温
泉
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

市
長
／�

南
九
州
市
公
共
施
設
適
正
配
置

計
画
に
基
づ
い
て
進
め
る

米満 孝二 議員

えい別府温泉センター

南九州市議会だより　第 66 号　一般質問
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蔵
元
　
新
庁
舎
建
設
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
町

地
域
で
は
、
様
々
な
企
業
の

進
出
、
一
般
住
宅
の
新
築
、

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
建
設
が

こ
れ
ま
で
に
無
い
ス

ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い

る
。
南
薩
の
中
心

地
を
目
指
し
て
市

長
は
、
ど
の
よ
う

な
施
策
に
重
点
を

お
い
て
街
づ
く
り
に

取
り
組
む
の
か
。

市
長
　
令
和
６

年
度
か
ら
８
年
度

に
か
け
て
、
南
九

州
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
取
組
む
。

社
会
的
課
題
に
つ
い
て
住
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
、
目
指
す
街
の
将
来
像
を

確
立
し
、整
備
方
針
、生
活
・

経
済
活
動
等
を
支
え
る
土
地

利
用
・
諸
施
設
の
計
画
な
ど

を
策
定
し
、
南
薩
の
中
心
地

と
し
て
の
魅
力
あ
る
南
九
州

市
の
街
づ
く
り
を
創
造
し
て

い
く
。

蔵
元
　
令
和
３
年
度
に

導
入
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
一

人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

整
備
は
、
４
年
目
を
迎
え

る
。
国
は
更
新
に
向
け
た

準
備
を
始
め
た
が
、
本
市
に

お
け
る
現
状
と
課
題
を
示

せ
。教育

長
　
毎
日
の
授
業

で
活
用
す
る
ほ
か
、
休
日
や

長
期
休
暇
に
お
け
る
自
宅

学
習
、
生
活
指
導
で
も
活

用
し
て
い
る
。
学
校
間
・
個

人
間
の
差
の
解
消
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
生
成
A

I
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
、

最
新
の
情
報
を
踏
ま
え
た
、

適
切
な
指
導
を
行
っ
て
い

く
。

施政方針

南
薩
の
中
心
に

　
　

向
け
た
街
づ
く
り
を

市
長
／�
都
市
計
画
マス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
を

進
め
る蔵元 慎一 議員

I
C
T
を
活
用
し
た
教
育

の
情
報
化
の
推
進

教
育
長
／�

生
成
A
I
の

活
用
に
つ
い

て
も
適
切
な

指
導
を
行
っ

て
い
く
。

新町地区周辺

内
園
　「
全
国
的
に
不
登

校
の
児
童
生
徒
が
増
加
！
」

と
の
報
道
が
あ
る
が
、
本
市

の
現
状
と
対
策
を
問
う
。

教
育
長
　
国
の
調
査
で
、

令
和
4
年
度
の
不
登
校
児

童
生
徒
数
は
、
過
去
最
多

の
約
29
万
9
0
0
0
人
。

本
市
も
過
去
最
多
の
49
人

で
、
最
重
要
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
に
対

し
て
、
学
校
内
の
別
室
登

校
や
適
応
指
導
教
室
（
ス
マ

イ
ル
教
室
）
へ
の
通
級
、
リ

モ
ー
ト
学
習
等
、
学
び
を

保
障
す
る
努
力
を
し
て
い

る
。
今
後
の
対
策
と
し
て
、

ス
マ
イ
ル
教
室
は
、
頴
娃
・

川
辺
に
も
教
室
設
置
を
検

討
す
る
。

内
園
　
除
外
申
請
受
付

期
間
が
短
く
、
気
付
け
な

い
う
ち
に
終
了
と
な
る
こ
と

を
危
惧
す
る
。
延
長
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長
　
１
月
22
日
か
ら

3
月
29
日
迄
の
2
ヶ
月
間
と

し
た
。

内
園
　
周
知
の
方
法
は
。

市
長
　
市
報
と
市
ホ
ー
ム

ペー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

内
園
　
市
内
３
高
等
学

校
へ
の
お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
等

を
配
布
す
る
考
え
は
な
い

か
。市

長
　
今
は
考
え
て
い
な

い
。
県
内
の
状
況
等
を
み
て

検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て

不登校

不
登
校
の
現
状
と
対
策
は

教
育
長
／�

過
去
最
多
・
最
重
要
課
題
と

認
識内園 知恵子 議員

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
除

外
申
請
受
付
延
長
に
つ
い

て市
長
／�

約
２
ヶ
月
間
が

受
付
期
間

南九州市議会だより　第 66 号　一般質問

南九州市の不登校児童生徒数

令和２年度 43人

令和３年度 44人

令和４年度 49人

令和５年度 37人
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大
倉
野
　
支
所
の
人
員

配
置
に
つ
い
て
は
、過
去
の

質
問
に
対
す
る
執
行
部
の

答
弁
に
変
更
は
な
い
か
。

市
長
　
現
在
の
支

所
に
つ
い
て
は
、市
民

窓
口
と
し
て
、本
庁
機

能
を
有
し
て
い
な
い
部

門
を
各
庁
舎
に
配
置

し
て
い
る
。支
所
の
人

員
配
置
に
つ
い
て
は
、

施
策
・
行
政
需
要
等
を

勘
案
し
な
が
ら
、適
宜

見
直
し
を
行
う
。支
所

管
内
の
市
道
・
農
道
・

水
道
管
路
等
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
、新
庁
舎
開
庁

後
は
修
繕
・
応
急
処
置
等
の

業
務
を
速
や
か
に
実
施
で
き

る
よ
う
、支
所
で
の
予
算
化

や
支
所
長
権
限
で
の
予
算

執
行
を
予
定
し
て
お
り
、こ

れ
ま
で
の
答
弁
に
変
更
は
な

い
。

大
倉
野
　
令
和
7
年
3

月
ま
で
の
策
定
に
向
け
た
具

体
的
な
進
捗
状
況
を
問
う
。

市
長
　
地
域
計
画
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、農
地
の
所

有
者
や
耕
作
者
の
意
向
調

査
を
実
施
し
、地
域
の
関
係

者
を
集
め
た
話
し
合
い
を
行

い
、農
地
集
約
等
の
状
況
を

反
映
し
た
目
標
地
図
を
作

成
し
、地
域
計
画
と
し
て
ま

と
め
る
。令
和
5
年
度
は
19

地
区
の
素
案
作
成
に
取
組

み
、令
和
6
年
度
は
残
り
16

地
区
に
つ
い
て
策
定
す
る
予

定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

国
の
初
動
体
制
組
織
の
要
望

支所機能

支
所
の
人
員
配
置
と

　
　
　
　
　
　
　

業
務
対
応

市
長
／
本
庁
機
能
集
約
後
は
、
現
在
の
係
に
教
育
各
部
門

の
窓
口
を
設
置
し
、
一
般
的
な
手
続
き
は
支
所
で

完
結
で
き
る
よ
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る

大倉野 忠浩 議員

地
域
計
画
（
人
・
農
地
プ

ラ
ン
）
の
進
捗
状
況
は

市
長
／�

市
内
35
地
区
を

選
定
し
、
素
案
を

作
成
し
て
い
る
。

し
い
　
現
計
画
を
中
断

し
、
人
口
を
増
や
す
取
組

み
や
子
育
て
支
援
を
充
実
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
市
が
抱
え
る
課

題
は
、
人
口
減
対
策
、
子

育
て
支
援
、
高
齢
者
・
障

害
者
の
福
祉
の
向
上
、
産

業
の
振
興
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
多
岐
に
渡
る
が
、
本

庁
方
式
の
庁
舎
に
す
る
こ

と
で
行
政
の
合
理
化
、
効

率
化
が
図
ら
れ
、
経
済
効

果
が
生
ま
れ
る
。

し
い
　
令
和
６
年
１
月

26
日
付
の
新
聞
報
道
で
、

本
市
は
人
口
減
少
が
進
み

限
界
自
治
体
に
な
る
見
込

み
が
あ
り
、
財
政
運
営
が

困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
の
財
政
運
営

の
対
策
を
問
う
。

市
長
　
人
口
減
少
に
つ
い

て
は
、
本
市
で
は
特
に
若
い

世
代
の
人
口
減
少
率
が
高
い

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
こ

の
課
題
に
対
し
て
は
、
子
育

て
支
援
策
や
移
住
定
住
策
の

一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
若
い
世
代
の
み
な
ら
ず
、

だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
、
限
界
自

治
体
に
な
ら
な
い
取
組
み
を

行
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
い
　
臨
機
応
変
な
舵

取
り
を
要
望
す
る
。

新庁舎建設

人
口
減
少
に
伴
う
財
政
運
営

の
在
り
方
に
つ
い
て

市
長
／�

市
の
総
合
計
画
に
基
づ
き
最
大
の
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
取
組
む

しい　千恵 議員

【近隣市への社会動態～令和５年 1～12月の転入・転出状況】
鹿児島市 南さつま市 指宿市 枕崎市

本市から転出 311 人 76 人 43 人 47 人

本市へ転入 272 人 44 人 77 人 33 人

増　　　減 － 39 人 － 32 人 ＋ 34 人 － 14 人

南九州市議会だより　第 66 号　一般質問
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日
置
　
総
事
業
費
に
つ
い

て
、
基
本
計
画
時
は
約
45
億

円
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
現

在
は
約
65
億
円
と
な
っ
た
。

増
え
た
20
億
円
の
う
ち
約

10
億
円
は
市
の
負
担
増
が
見

込
ま
れ
る
。
後
世
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
、
２
０
３
０
年

を
目
標
と
し
て
、
減
債
基
金

に
10
億
円
を
積
み
立
て
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長
　
起
債
償
還
を
見

込
み
、
令
和
５
年
度
末
で
約

６
億
２
千
万
円
を
減
債
基
金

に
積
み
立
て
る
見
込
み
だ
。

　
後
世
へ
の
負
担
を
軽
減
し

た
い
と
い
う
思
い
は
私
も
同

じ
だ
。
10
億
円
の
積
み
立
て

を
目
標
と
し
た
い
。

日
置
　
目
標
を
達
成
し

た
場
合
、
将
来
世
代
が
負

担
す
る
金
額
は
、
物
価
高

騰
前
の
当
初
計
画
通
り
と

な
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の

見
解
は
。

市
長
　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

日
置
　
新
庁
舎
建
設
は

目
的
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り

の
為
の
手
段
で
あ
る
。
新
庁

舎
建
設
と
今
後
の
市
政
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

市
長
　
防
災
拠
点
と
し

て
新
庁
舎
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
新
庁
舎
を
建
設
す

る
地
域
に
は
南
薩
地
域
振

興
局
も
で
き
る
。
市
の
核
と

な
る
地
域
で
あ
り
、
南
薩

の
中
心
と
な
る
街
づ
く
り

を
進
め
た
い
。
頴
娃
地
域
は

県
内
有
数
の
農
業
地
帯
だ
。

農
業
や
観
光
振
興
を
進
め

た
い
。
川
辺
地
域
は
鹿
児
島

市
の
近
郊
で
あ
り
、
企
業
誘

致
な
ど
商
工
業
の
発
展
を

進
め
た
い
。
若
者
が
定
住
で

き
る
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
防
災
と
女
性
の
視
点

・
コ
ロ
ナ
禍
で
の
児
童
生
徒

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

新庁舎建設
財政負担

増
え
た
総
事
業
費
の
負
担
分
約
10
億
円
に

つ
い
て
、
減
債
基
金
を
積
み
立
て
て
将
来

世
代
の
負
担
を
減
ら
す
考
え
は
な
い
か

市
長
／�
10
億
円
を
目
標
と
し
て�

積
立
て
た
い

日置 友幸 議員

新庁舎建設総事業費の見込推移

・R4年 3月　総事業費約 45 億円
（内訳）
国の支援額� 14.4 億円
市の基金繰入等� 9.0 億円
市の将来負担額� 21.6 億円

・R6年 3月　総事業費約 63.8 億円
（内訳）
国の支援額� 24.0 億円
市の基金繰入等� 10.2 億円
減債基金積立�

最大 10 億円（目標）
市の将来負担額

最大 21.6 億円（目標）
＊内訳合計と総事業費が合わないのは、減債
基金の目標額を大きく見積もっているため。

取
違
　
老
朽
化
を
迎
え
る

３
市
営
温
泉
セ
ン
タ
ー
は
今

後
も
存
続
さ
れ
る
か
。

市
長
　
え
い
中
央
温
泉
セ

ン
タ
ー
は
長
寿
命
化
を
、
え

い
別
府
温
泉
セ
ン
タ
ー
と
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
わ
く
わ
く

川
辺
は
民
間
移
管
と
し
て
い

く
。取

違
　
知
覧
温
泉
セ
ン

タ
ー
の
廃
止
に
伴
い
、
市
内

の
民
間
温
泉
施
設
で
利
用
で

き
る
割
引
券
を
発
行
す
る
考

え
は
。

市
長
　
民
間
温
泉
施
設

で
利
用
で
き
る
割
引
券
や
運

用
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

取
違
　
知
覧
温
泉
セ
ン

タ
ー
は
泉
源
の
湯
量
減
少
に

よ
り
廃
止
と
す
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
残
り
の
３
施
設

の
泉
源
の
状
況
は
、
今
後
も

問
題
な
い
か
。

市
長
　
３
施
設
の
泉
源

は
、
ポ
ン
プ
を
下
げ
ら
れ
る

余
裕
が
あ
り
、
湯
量
の
確
保

に
は
現
状
で
は
問
題
な
い
状

態
で
あ
る
。

取
違
　
財
団
か
ら
の
助
成

金
が
不
採
択
と
な
り
施
設
は

改
修
中
断
だ
が
、
今
後
補
助

金
は
見
込
め
る
か
。

教
育
長
　
休
止
状
態
で

も
あ
り
助
成
金
は
見
込
め
な

い
。

取
違
　
今
後
の
再
開
の
計

画
は
あ
る
か
。

教
育
長
　
市
民
の
意
見

を
求
め
な
が
ら
、将
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
具
体
的
に
定
め

て
い
く「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」で
検
討
さ
れ
て
い
く

と
考
え
る
。

福祉施設

市
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

市
長
／�

長
寿
命
化
・
民
間
移
管
を�

検
討
し
て
い
る

取違 博文 議員

休
止
状
態
の
B
&
G
プ
ー

ル
の
今
後
の
在
り
方
は

教
育
長
／�

検
討
し
て
い
く

休
止
中
の
B
＆
G
プ
ー
ル

南九州市議会だより　第 66 号　一般質問
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鮫
島
　
近
年
茶
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、

茶
価
の
低
迷
、
肥
料
・
農

薬
の
高
騰
で
経
営
が
苦
し

く
茶
業
を
廃
業
す
る
農
家

も
多
く
、
後
継
者
も
育
た

ず
茶
業
従
事
者
が
減
少
し

て
い
る
。
こ
れ
に
は
既
存
の

流
通
シ
ス
テ
ム
の
影
響
も
大

き
く
、
平
成
29
年
度
に
銘

柄
統
一
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
最

大
限
に
生
か
す
た
め
に
は
、

知
覧
茶
流
通
拠
点
施
設
を

整
備
し
て
品
質
の
安
定
化

と
流
通
経
路
を
一
元
化
す
る

こ
と
が
必
要
か
と
考
え
る
。

茶
流
通
拠
点
施
設
の
整
備

に
向
け
た
協
議
会
を
設
置

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
茶
の
流
通
拠
点

施
設
に
つ
い
て
は
、
知
覧
茶

銘
柄
統
一
前
の
平
成
24
年
度

に
茶
流
通
拠
点
施
設
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
茶
の
流

通
拠
点
施
設
整
備
に
つ
い
て

検
討
・
協
議
し
、
平
成
26

年
度
に
は
、
付
加
価
値
を

高
め
た
お
茶
の
販
売
を
目

的
と
す
る
仕
上
げ
加
工
の

拠
点
施
設
を
Ｊ
Ａ
南
さ
つ

ま
の
既
存
施
設
を
拡
充
す

る
形
で
整
備
し
、
一
定
の
成

果
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
当
時
の
協
議
会
は
解

散
し
て
お
り
、
新
た
な
協
議

会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
茶

需
給
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
関
係
機
関
・
団
体
等

で
検
討
・
協
議
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

茶業振興

茶
流
通
拠
点
施
設
の
整
備
に
向
け
た

協
議
会
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か

市
長
／�

茶
需
給
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、関
係
機
関
・

団
体
等
で
検
討
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

鮫島 信行 議員

川
畑
　「
燃
ゆ
る
感
動
か

ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま

大
会
」
の
成
果
は
。

教
育
長
　
本
市
に
お
い

て
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
を

中
心
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

多
く
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
、
心
よ
り
感
謝
し
て

い
る
。

川
畑
　
こ
の
大
会
を
参

観
し
た
市
民
の
数
は
。

教
育
長
　
１
万
６
１
７
２

名
で
、
多
く
の
市
民
が
、
国

体
競
技
を
始
め
、
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
と
し
て
実
施
し

た
「
全
日
本
総
合
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
や

様
々
な
関
連
大
会
等
の
、
一

流
選
手
の
プ
レ
ー
を
観
戦
し

た
り
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
炬
火
リ

レ
ー
等
へ
参
加
し
た
。

川
畑
　
子
ど
も
達
と
の

交
流
は
。

教
育
長
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

教
室
に
参
加
す
る
な
ど
、
国

体
に
関
す
る
様
々
な
取
組
み

を
経
験
で
き
た
。
こ
の
よ
う

な
経
験
が
で
き
た
こ
と
は
、

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

子
ど
も
達
の
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
意
欲
の
向

上
に
繋
が
っ
た
も
の
と

考
え
る
。

川
畑
　
観
光
Ｐ
Ｒ

に
ど
の
よ
う
に
役
立
て

て
い
く
考
え
か
。

市
長
　
大
会
に
訪

れ
て
い
た
だ
い
た
多
く

の
参
加
者
や
観
戦
者

に
対
し
て
、
郷
土
料

理
の
振
る
舞
い
や
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど

を
行
っ
た
こ
と
で
、
観
光
や

特
産
品
な
ど
、
本
市
の
魅
力

を
全
国
に
向
け
て
発
信
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。

川
畑
　
市
の
活
性
化
に

繋
が
る
新
た
な
大
会
の
企

画
は
。

市
長
　
国
体
に
向
け
て

施
設
の
整
備
が
進
ん
だ
こ

と
は
、
市
民
の
施
設
利
用

の
促
進
や
大
会
誘
致
な
ど

に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

を
中
心
に
交
流
人
口
の
増

加
が
図
ら
れ
、
観
光
振
興

に
繋
が
る
よ
う
な
大
会
が

誘
致
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

観光
スポーツ振興

大
会
の
成
果
を
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
考
え
か

教
育
長
／�

交
流
人
口
の
増
加
が
図
ら
れ
、

観
光
振
興
に
繋
が
る
よ
う
な�

大
会
が
誘
致
さ
れ
る
よ
う
努
め
る

川畑 実道 議員

南九州市議会だより　第 66 号　一般質問

JA 南さつま茶加工流通センター

年 月 日 大会名 規模

Ｒ
６

4

6 ・ 7 クラブ男女選手権大会 （予選） 県

20 ・ 21 総合男子選手権大会 （予選） 県

28 総合女子選手権大会 （予選） 県

5
18 ・ 19 九州大学男女春季選手権大会 九州

25 ・ 26 九州クラブ男子選手権大会 九州

6

1 ・ 2 日本男子リーグ 第２節 全日本

8 ・ 9 壮年 ・ 日本マスターズ大会 （予選） 県

22 ・ 23 九州総合男子選手権大会 九州

7 14 ・ 15 九州中学生男子大会 九州

11
1 ～ 3 日本女子リーグ 順位決定戦 全日本

9 ・ 10 県総合男女選手権大会 県

Ｒ
７

1 12 山口水産杯鹿児島県選抜小学生大会 県

3
22 ・ 23 かごしま黒潮オープン戦 九州

29 ・ 30 九州小学生男子選抜大会 九州

◇令和６年度ソフトボール大会 開催日程◇ （全日本 ・ 九州 ・ 県大会）
知覧平和公園をメイン会場に多くのソフトボール大会が開催されます。
皆さんぜひ見学、 応援にお越しください。
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菊
永
　
知
覧
町
塩
屋
農

地
開
発
地
区
の
賃
貸
借

に
係
る
小
作
料
は
、
当

初
は
10
ア
ー
ル
当
た
り

1
万
８
千
円
と
当
時
の
標

準
の
2
倍
近
い
設
定
で
あ

り
、
工
事
負
担
金
の
支
払

い
が
終
了
し
た
時
点
で
見

直
す
こ
と
と
な
っ
て
い
た

が
、
現
在
の
状
況
と
今
後

の
対
応
を
問
う
。

会
長
　
塩
屋
農
地
開
発

地
区
は
、
昭
和
59
年
度
に

事
業
が
始
ま
り
、
平
成
12

年
度
の
事
業
完
了
ま
で
に

約
１
９
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

区
画
整
備
を
実
施
、
事
業

当
初
か
ら
約
40
年
が
経
過

し
て
い
る
。
当
該
地
区
の

小
作
料
は
、
地
権
者
に
工

事
負
担
金
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
設
定
さ
れ
、
償
還
が

終
了
す
る
時
期
に
見
直
す

計
画
に
つ
い
て
は
明
確
で

な
い
。
農
家
個
々
に
お
い

て
の
契
約
で
あ
り
、
更
新

時
期
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

て
お
り
、
一
斉
に
見
直
す

こ
と
は
難
し
い
。
周
辺
の

現
状
な
ど
を
踏
ま
え
昨
年

度
末
か
ら
該
当
す
る
方
に

は
、
見
直
し
た
額
で
事
務

を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
、

地
権
者
及
び
耕
作
者
と
十

分
協
議
を
し
、
見
直
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
長
及
び
市
議
会
議
員
選

挙
に
つ
い
て

小作料

現
在
の
状
況
と
今
後
の

　
　
　
　

対
応
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
会
長
／�

地
権
者
及
び
耕
作

者
と
協
議
し
て
い
く

菊永 忠行 議員

村
方
　
魅
力
向
上
に
は

既
存
の
交
通
ア
ク
セ
ス
を

見
直
し
、
利
便
性
の
向
上

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
交
通
事
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
の
関

係
者
等
と
協
議
を
し
な
が

ら
、
公
共
交
通
の
改
善
や

移
動
手
段
の
確
保
に
努
め

て
お
り
、
今
後
に
つ
い
て

も
、
利
用
者
の
利
便
性
や

運
行
コ
ス
ト
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
つ
つ
、
様
々

な
移
動
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

村
方
　
本
市
で
は
新
ひ

ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
の
試
験

運
行
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

今
後
、
自
動
運
転
・
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
等
、
先
進
的
な

取
り
組
み
を
本
格
化
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
か
。

市
長
　
現
在
、
新
予
約

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試
験

運
行
を
し
て
お
り
、
効
果

的
で
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
市
内
の
事
業
者
と

協
議
を
し
な
が
ら
、
市
街

地
か
ら
遠
い
エ
リ
ア
で
ひ

ま
わ
り
バ
ス
の
利
用
者
が

少
な
い
エ
リ
ア
を
中
心
に
、

徐
々
に
拡
大
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

村
方
　
大
動
脈
と
な
る

空
港
や
中
央
駅
等
の
直
通

交
通
の
路
線
誘
致
や
、
地

元
業
者
と
試
験
運
行
し
、

需
要
を
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長
　
直
通
の
交
通
路

線
誘
致
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
路
線
バ
ス
で
鹿
児
島

中
央
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス

は
す
で
に
確
保
さ
れ
て
お

り
、
鹿
児
島
空
港
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、

加
世
田
、
指
宿
を
拠
点
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

在
の
地
域
公
共
交
通
計
画

の
中
で
は
考
え
ら
れ
て
い

な
い
。

　
車
以
外
の
交
通
手
段
の

確
保
が
で
き
た
場
合
、
本

市
の
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
、
ま
だ
ま
だ
期
待
で
き

る
。

村
方
　
機
会
損
失
と
な

ら
な
い
よ
う
向
き
合
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

交通アクセス

交
通
ア
ク
セ
ス
の
、
利
便
性
向
上

を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

市
長
／�
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を

検
討
す
る

村方 直己 議員

南九州市議会だより　第 66 号　一般質問
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上
赤
　
市
長
選
挙
の
結

果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

市
長
　
向
こ
う
４
年
間

の
市
政
運
営
の
か
じ
取
り

役
を
任
せ
ら
れ
た
。
新
庁

舎
建
設
は
、
今
後
の
活
性

化
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
取

り
組
み
で
あ
る
。
後
世
に
負

担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
国

の
支
援
が
得
ら
れ
る
今
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
赤
　
人
口
減
少
対
策

が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る

が
。市

長
　
各
分
野
で
効
果

的
な
施
策
を
展
開
し
、
２
０

6
０
年
時
点
で
人
口
２
万

人
を
維
持
す
る
。
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
の

整
備
、
医
療
体
制
の
充
実
、

産
業
の
振
興
、
企
業
誘
致

等
を
積
極
的
に
進
め
る
。

上
赤
　
旧
３
町
の
均
衡

あ
る
発
展
の
、
具
体
的
方

策
は
。

市
長
　
地
域
の
発
想
を

生
か
す
提
案
が
あ
れ
ば
、

審
査
委
員
会
を
設
置
し
審

査
す
る
。
実
施
す
べ
き
と
判

断
さ
れ
た
提
案
は
、
具
体

的
方
策
を
立
て
実
施
し
て
い

く
。

上
赤
　
市
道
等
管
理
作

業
班
職
員
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。
今
後
の
体
制
は
。

市
長
　
定
員
適
正
化
計

画
を
基
本
と
し
て
道
路
管

理
技
士
を
採
用
し
、
会
計

年
度
任
用
職
員
は
欠
員
補

充
を
行
っ
て
い
く
。
若
者
に

も
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
、
処
遇
の
改
善
も
検
討

し
て
い
く
。

上
赤
　
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
事
業
の
重
要
性

か
ら
、
担
当
職
員
の
配
置

と
広
域
協
定
事
務
職
員
の

座
席
を
隣
接
し
て
設
け
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

市
長
　
担
当
職
員
は
配

置
す
る
。
今
後
も
、各
団
体
・

各
広
域
協
定
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
事
業
継
続
と

負
担
軽
減
が
図
れ
る
よ
う

行
っ
て
い
く
。

これからの
南九州市

本
市
の
未
来
像
を

ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か

市
長
／�

活
力
あ
る
・
魅
力
あ
ふ
れ
る�

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

上赤 秀人 議員

支
所
機
能
の
確
保
は

市
長
／�

現
体
制
を
維
持

す
る

角
　
こ
れ
ま
で
有
害
鳥

獣
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
毎

年
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
有
害
鳥
獣
被
害
は
一
朝
一

夕
に
は
解
決
で
き
な
い
が
、

農
家
が
安
定
し
た
農
業
経

営
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、

有
害
鳥
獣
対
策
に
は
力
を

入
れ
て
頂
き
た
い
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
産

物
被
害
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
が
、
被
害
が
減
ら
な
い

要
因
と
し
て
、
有
害
鳥
獣

捕
獲
の
免
許
保
有
者
減
少

と
有
害
鳥
獣
捕
獲
後
の
処

分
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
が
、
市
の
見
解
と
対
策

を
問
う
。

市
長
　
有
害
鳥
獣
捕
獲

従
事
者
は
、
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
狩
猟

免
許
講
習
会
受
講
料
の
一
部

助
成
を
行
い
、
新
た
な
捕
獲

従
事
者
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
捕
獲

後
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
現

在
埋
設
又
は
自
家
消
費
で

対
応
し
て
い
る
が
、
特
に
大

型
で
あ
る
イ
ノ
シ
シ
の
埋
設

は
苦
労
し
て
い
る
と
の
話
を

聞
い
て
い
る
の
で
、
捕
獲
従

事
者
の
処
分
軽
減
を
図
る

た
め
の
対
策
を
関
係
機
関

と
協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

有害鳥獣対策

有
害
鳥
獣
捕
獲
後
の

　
　
　
　

処
分
に
つ
い
て

市
長
／
関
係
機
関
と
協
議
し
検
討
し
て
い
く

角 貞己 議員

箱罠の設置状況
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吉
永
　
地
域
や
各
種
団

体
の
イ
ベ
ン
ト
が
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
や
物
価
高
騰
に
よ

り
規
模
縮
小
や
休
止
と
な

り
再
開
や
継
続
を
悩
む
状

況
で
あ
る
。
交
流
の
場
や
経

済
浮
揚
を
図
る
た
め
補
助

金
を
増
額
す
る
考
え
は
な
い

か
。市

長
　
昨
年
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
等
か
ら

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
経

費
等
が
増
加
し
て
い
る
報
告

を
受
け
た
。
令
和
６
年
度
、

補
助
金
上
限
を
２
４
０
万

円
か
ら
２
６
０
万
円
に
増
額

す
る
方
向
で
、
当
初
予
算

に
計
上
し
た
。
地
域
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
等

か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、
要

綱
も
検
討
し
て
い
く
。

吉
永
　
中
古
住
宅
購
入

や
新
築
の
際
、
市
水
道
本

管
が
周
辺
に
整
備
さ
れ
て
お

ら
ず
、
新
規
の
本
管
布
設

工
事
の
受
益
者
負
担
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
市
水
道
を

利
用
で
き
な
い
と
の
声
を
聞

く
が
、
受
益
者
負
担
を
軽

減
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
今
後
も
原
則
、

受
益
者
負
担
工
事
の
考
え

で
あ
る
が
、
給
水
引
き
込

み
に
は
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ

り
、
受
益
者
負
担
額
を
軽

減
で
き
る
方
策
が
な
い
か
検

討
す
る
。

吉
永
　
地
震
や
災
害
に

備
え
水
道
に
は
万
全
の
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
施
設
の

老
朽
化
や
水
道
管
の
更
新
、

布
設
替
え
の
対
策
、
事
業

の
進
捗
を
図
る
た
め
水
道

料
金
の
引
き
上
げ
を
検
討

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
令
和
４
年
度
に
、

料
金
の
値
上
げ
を
行
っ
た
。

材
料
の
高
騰
や
人
口
減
少

な
ど
に
よ
り
収
入
の
減
少

が
見
込
ま
れ
、
今
後
厳
し
い

財
源
状
況
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。
今
後
に
お
い
て
、
再
度

水
道
料
金
の
改
定
の
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。

イベント補助金

南
九
州
市
地
域
イ
ベ
ン
ト
等

補
助
金
を
増
額
す
る
考
え
は

市
長
／�

令
和
６
年
度
補
助
金
上
限
を�

増
額
す
る

吉永 賢三 議員

山
下
　
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
り
、
交
通
路
線
の

減
便
や
一
部
廃
止
が
進
ん
で

い
る
が
、
移
動
不
便
者
へ
の

対
応
を
問
う
。

市
長
　
平
成
21
年
か
ら
、

ひ
ま
わ
り
バ
ス
・
拠
点
間
バ

ス
の
運
行
を
開
始
し
た
が
、

時
間
や
経
路
等
外
出
の
実

態
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ

る
こ
と
か
ら
一
部
を
廃
止
し

た
。

　
バ
ス
廃
止
路
線
に
お
い
て
、

令
和
元
年
10
月
か
ら
、
自

宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
を
結
ぶ

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

運
行
、
昨
年
12
月
か
ら
は
、

自
宅
と
地
域
の
主
要
施
設

を
行
き
来
す
る
新
ひ
ま
わ

り
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
を

行
っ
て
い
る
。

山
下
　
現
行
の
対
応
は
、

市
内
の
一
部
に
コ
ー
ス
が
限

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
多

く
の
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
運
行
形
態
と
し
て
は

不
十
分
で
あ
る
。
外
出
促
進

と
健
康
増
進
を
目
的
と
し
、

対
象
者
の
誰
も
が
利
用
で
き

る
予
約
型
乗
合
送
迎
サ
ー

ビ
ス
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」
の
導

入
は
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長
　
新
ひ
ま
わ
り
タ
ク

シ
ー
の
検
証
結
果
で
、
本
格

運
行
や
、
エ
リ
ア
の
拡
大
も

考
え
て
い
く
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
デ
マ
ン
ド
型
の

送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
調
査
・
研

究
を
行
っ
て
い
く
。

交通弱者対策

対
象
者
の
外
出
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
交
通
手
段
の
整
備
を

市
長
／�
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を�

充
実
さ
せ
る

山下 つきみ 議員

給
水
引
き
込
み
に
係
る
負

担
金
を
軽
減
す
る
考
え
は

な
い
か

市
長
／�

軽
減
で
き
る
方
策

な
ど
を
検
討
す

る
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議会を傍聴してみませんか！ 次の議会は6月13日（木）開会予定
“手続き簡単”本館２階で住所・氏名を書くだけ

6月 13日 本会議（開会） 補正予算等質疑・委員会付託
 17日 常任委員会 補正予算等審査（総務・産建）
 18日 常任委員会 補正予算等審査（文教）
 1 9～21日 本会議 一般質問
 28日 本会議（閉会） 補正予算等採決

♦議会中継♦　ライブ中継は市ホームページまたは各支所ロビーでご覧いただけます。

市ホームページよりスマホ・
パソコンで視聴できます。
※ただし、議会当日の7日後くら
いからの配信となります。

議会の録画中継6月定例会

南九州市
議会だより

－MINAMIKYUSHUCITY－

第66号
令和6年
5月8日

平和公園の桜並木（知覧）
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【目　次】

令和６年度当初予算
令和５年度 3月補正予算
陳情
条例の制定・改正など

P2
P6
P7
P8

議決結果など
一般質問
人事案件

P9
P10
P18

編
集
後
記

「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
来
る
。」

明
治
か
ら
昭
和
を
生
き
抜
い
た
物

理
学
者
・
随
筆
家
の
寺
田
寅
彦
氏

の
言
葉
で
す
。

元
日
　
午
後
四
時
十
分
。

誰
も
が
新
年
を
慶
び
、ほ
ろ
酔
い

気
分
の
中
で『
能
登
半
島
地
震
』が

発
生
し
ま
し
た
。

正
月
の
帰
省
に
向
け
て
、子
や
孫

の
た
め
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
料
理

し
た
す
き
焼
き
が
、コ
ン
ロ
の
上
に

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
置
か
れ
た
映

像
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

「
危
機
こ
そ
政
治
の
出
番
。」

こ
の
こ
と
を
再
認
識
す
る
令
和

六
年
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

（
大
倉
野
　
忠
浩
）

▼
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長�

上
　
赤
　
秀
　
人

　
副
委
員
長�

大
倉
野
　
忠
　
浩

　
委
　
　
員�

し
　
い
　
千
　
恵

角
　
　
　
貞
　
己

村
　
方
　
直
　
己

西
　
山
　
英
　
一

◆選挙管理委員◆
任期は令和6年2月26日から
　　　令和10年2月25日まで。
　門園　博德　氏　知覧町瀬世

◆選挙管理委員◆
任期は令和6年2月26日から
　　　令和10年2月25日まで。
　大迫　茂子　氏　頴娃町別府

◆選挙管理委員◆
任期は令和6年2月26日から
　　　令和10年2月25日まで。
　吉永　正博　氏　川辺町小野

◆選挙管理委員◆
任期は令和6年2月26日から
　　　令和10年2月25日まで。
　山崎　貴美子　氏　川辺町野間

◆人権擁護委員◆
任期は令和6年7月1日から
　　　令和9年6月３０日まで。
　茅野　良信　氏　知覧町東別府

◆人権擁護委員◆
任期は令和6年7月1日から
　　　令和9年6月３０日まで。
　原之園　ゆかり　氏　川辺町宮

◆人権擁護委員◆
任期は令和6年7月1日から
　　　令和9年6月３０日まで。
　福留　保　氏　頴娃町別府

◆選挙管理委員補充員◆
任期は令和6年2月26日から
　　　令和10年2月25日まで。
　永谷　岩男　氏　頴娃町牧之内

◆選挙管理委員補充員◆
任期は令和6年2月26日から
　　　令和10年2月25日まで。
　杉山　清　氏　知覧町南別府

◆選挙管理委員補充員◆
任期は令和6年2月26日から
　　　令和10年2月25日まで。
　東　篤　氏　川辺町本別府

◆選挙管理委員補充員◆
任期は令和6年2月26日から
　　　令和10年2月25日まで。
　塗木　博人　氏　知覧町郡
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